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日食中の明るさについての考察 その２ 
大越 治（日食情報センター）

「その2」のはじめに 

 「その 1」（『天文教育』2012 年 9 月号）で

は、日食中の明るさを決める要素を抽出しま

した［1］。金環食の場合は、① 露出してい

る光球面の明るさ、② レイリー散乱によって

入り込む散乱光、③ ミー散乱によって入り込

む散乱光、④ 雲、⑤周囲の環境、です。この

５つを影響の大きい順に並べると、④＞⑤≧

①＞③＞② となるのではないかという私見

を述べました。

 今回「その２」では、実際に私がやってい

る測定についてと、日食中の明るさの言い表

し方について述べたいと思います。

6. 日食中の明るさの測り方

日食中の明るさを測るためには、どういう

方法が一番良いのでしょう。残念ながら私に

はよく分かりません。同じ場所で照度計の受

光面を「太陽に向けて測る」「真上に向けて測

る」「どこか水平方向に向けて測る」など複数

の方法で測定するのも良いかもしれません。

あるいは、どの日食でも同じ方法で通すのも

良いかもしれません。いずれにしても、広い

範囲からの光を受けて測定する場合は、周囲

の環境を詳細に記録しておく必要があること

は間違いありません。これがないと、ある日

食で周囲が明るかったか暗かったかという議

論は意味をなしません。（蛇足ですが、前回に

述べた 1976 年の非常に暗かった皆既食は草

原で、1991 年の非常に明るかった皆既食は白

っぽいコンクリート上で、1999 年の非常に細

い金環食はまばらに草の生えた土の上で、

2002 年の非常に細い金環食はコンクリート

の建物の屋上で観測しています。）

図 8 自作の照度測定箱 

ボール紙製で内部は黒ラシャ紙が貼ってある。

中央に開けた穴の底に照度計を置く。照度計の

位置から真上を見ると、天頂の 0.1ステラジア

ンの範囲の空が見える。

 私自身が日食中の明るさの観測を始めたの

は 1987 年の沖縄金環食［2］からです。その

後、いろいろな方法を試行錯誤しましたが、

1994 年のボリビア皆既食［3］以降はほとん

ど毎回、図 8 のような自作の測定箱を作り、

天頂の立体角 0.1 ステラジアンの範囲の明る

さを測定しています［4］。この方法で測定し

た、今回 2012 年 5 月 21 日の天頂輝度のグラ

フを図 9 に示します。この方法では、太陽や

コロナの光を散乱している空を二次光源とみ

なして、その輝度を測定していることになり

ます。これは目で感じる明るさそのものでは

ありませんが、非常に狭い範囲から来る光を

照度計で測りますので、周囲の環境に左右さ

れず、コロナや露出している光球面の影響も
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図 9 2012年 5月 21日の金環食による天頂輝度の変化（調布市） 

比較として、日食でない 5 月 28 日の記録も併せて記載している。雲があった場合は、よほど厚

い雲でない限り、雲の色が白いため、晴れた時より輝度が高くなる。快晴の時の予想輝度曲線（点

線）よりグラフが上になっている部分は、天頂に雲があった時である。

ほぼ排除できます。前記①と⑤の影響を排除

できるので、目で感じる明るさそのものでは

ありませんが、十分その指標になるのではな

いかと思っているのですが、いかがでしょう。 

7. センサーと人の目とでは感じ方が違う

 人の目と照度計等の測定器とでは、明るさ

の感じ方が違っています。照度計も比視感度

や斜入射光の補正は行っていますが、基本的

には入射光の強さに比例して照度が示されま

す。また、写真やビデオなどに記録される明

るさも、オートに設定していればある程度は

肉眼の感じ方に近づきますが、絞りや露出時

間を一定にすれば、やはり入射光の強さに比

例した明るさが記録されます。図 10 は、1987

年の沖縄金環食の際に露光量一定で撮影した

例です［2］。この方法では、目で見て感じた

明るさとはまったく異なり、金環の最中はま

るで夜のように暗く写ってしまいます。

 しかし、人の目は入射光の強さに対して対

数的に明るさを感じるようにできています

（フェヒナーの法則）。したがって、2012 年

5 月 21 日の天頂輝度の変化を示すグラフで

ある図９は、人の明るさの感じ方に直すと図

11 のようなグラフになります。機械の目には

明るさがおよそ 1／10 近くまで減少したこと

になりますが、人の目にはおよそ 3／4 くら

いまでの減少と感じられたことが分かります。 
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8. 日食中の明るさを表すことば

日食中に人が感じる明るさは、天候（雲の

量・厚さ）、光源（光球・コロナ）の明るさ、

散乱光の量、周囲の環境によって大きく変わ

ることを述べました。それでは、感じた明る

さをどのような言葉で表したら良いのでしょ

う。単純に「暗くなる」「暗くならない」では

図 10 露出を一定にして撮影した周囲の明

るさの変化 

1987 年 9 月 23 日の金環日食の際、絞りとシャ

ッタースピードを一定にして撮影したもの。左

上から、食分 0.05、0.37、0.68、上から 0.83、

0.98（金環中）。 

（沖縄・みゆきビーチにて、筆者撮影）

済まないことは、もう十分お分かりと思いま

す。

 プラネタリウムのように調光が自由にでき

る部屋に入ってもらい、「これくらいです」と

言えれば話は早いのですが、ことばで伝える

時には聞く（読む）人の経験量が頼りですの

で簡単ではありません。金環中の明るさにつ
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図 11 2012年 5月 21日の金環食による明るさの変化（調布市）対数目盛 

人の目は明るさの変化を対数的に感じるようにできている。図９のグラフの縦軸（輝度）を対数

目盛で表してみると、人の目の感じ方に近いグラフが得られる。 

いて「光量は落ちますが真っ暗にはなりませ

ん。」と説明すると、「それでは、薄曇りくら

いの明るさですか？」と聞かれることが多く

あります。これには困ります。「薄曇り」とい

う言葉で想像する明るさは、人によってまっ

たく違うからです。

 日本語は（決して他の言語に詳しい訳では

ありませんが）自然や環境を表す言葉が豊富

です。先の「薄曇り」についても、「曇り」に

関する言葉には名詞だけでも、「曇り」「曇天」

「薄曇り」「高曇り」「本曇り」「島曇り」「雨

曇り」「雪曇り」「霜曇り」「潮曇り」「朝曇り」

「夕曇り」「春曇り」「花曇り」「鰊曇り」「鳥

曇り」などの言葉があるそうです（類語大辞

典～講談社より）。

明るさ、暗さを表す言葉も同様で、数多く

の言い回しがあります。どの言葉がどの程度

の明るさ、暗さを表すのか、はっきりしない

点もありますが、そのうちのいくつかを選び、

図 12 のように独断と偏見を持って序列を付

けてみます。この際、品詞はごちゃ混ぜです。

 いかがでしょう。なにも、この中から言葉

を選ばなくてはならない、ということではあ

りません。選択肢はたくさんあるということ

です。

 ただ、私が今まで多くの（ほとんどは日食

未経験の）方々と金環食の明るさについて話

してきた経験からも、人に伝える際には、「暗

い」という言葉を含む表現は誤解を与えやす

いと感じます。それよりは「明るさ」という

言葉を中心に、「明るさが弱まる」「明るさが

低下する」などの言い回しが良いと思います。

ただ、これはあくまで金環食・部分食につい
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明 「目がくらむ＝まぶしい」

～目が開けていられないほど明るい

「明明（あかあか・と）」

～何でも良く見えるくらいとても明るい

「明るい」

～ものが良く見えるくらいに光がある

「薄明るい＝ほのか」

～光がかすかで弱々しい

  「淡い」   ～光がほんのりとしてかすか

  「ほの暗い」 ～ほんのり暗い

  「小暗い」  ～少し暗い

「薄暗い」

～あたりがぼんやりとしか見えないくらい

に暗い

「暗い」

～光がなかったり足りなかったりしてもの

が良く見えない

「真っ暗＝暗闇＝漆黒＝暗黒」

～光がなくて何も見えないくらい暗い

暗 「真っ暗闇」 ～暗闇を強めた言い方

図 12 明暗の程度を表すことば 

（参考 ： 類語大辞典～講談社、日本語大シ

ソーラス～大修館書店）

てであり、皆既食の場合は当てはまらないこ

とは言うまでもありません。

 私が気に入っている言い回しに「日射しが

やわらかくなる」があります。日食は目で見

るだけでなく、気温の変化や地面の照り返し

など肌で感じるという側面もあります。そう

いう感じも含めた言い回しだと思うのですが、

いかがでしょうか。

 「暗い」という言葉を使う時には、それな

りの補足をすることが必要です。たとえばぐ

んま天文台のサイトは、この点の配慮がなさ

れた表現で参考になります。

（ http://www.astron.pref.gunma.jp/news/1
20521eclipse3.html） 

9. 最後に

幸いなことに、現在の日本には「金環食 or
深い部分食のときの明るさ」を実際に経験し

た人が大勢います。さまざまなところで『日

食中の明るさをどう言い表すか』を題材にし

て、各自の経験を持ち寄ってみると面白いと

思います。現代の子どもたちは自然体験が少

ないので、「○○のような明るさ（暗さ）」と

言われても思い浮かべることが難しいことが

多いかもしれません。むしろ、これをきっか

けに、その「○○」の部分を経験しようとす

ることになれば良いと思います。

 今回の、極めて貴重な機会であった金環日

食の経験を次につないでいくことが大切です。 

 なお、拙文のうち、明るさを言い表すこと

ばの項を書くに当たり、本会メーリングリス

トでの議論を参考にさせていただきました。

発言いただいた濱根寿彦さん、作花一志さん、

尾久土正己さん、荒木田英禎さん、吉田道利

さん、塩田和生さんに御礼申し上げます。
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